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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
南
ア
フ
リ
カ
軍
事
史
１
９
７
５
－
１
９
８
８

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
３
４
４
Ｚ

【
作
者
名
】

　
き
ら
と

【
あ
ら
す
じ
】

　
過
度
な
期
待
は
し
な
い
で
下
さ
い
。
個
人
的
に
ま
と
め
た
内
容
で
す
。
引
用

し
て
間
違
っ
て
い
て
も
当
方
で
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
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１
．
Ｒ
ｅ
ｃ
ｃ
ｅ
と
か
Ｅ
Ｏ
に
つ
い
て

　
小
説
や
Ｔ
Ｖ
、
ゲ
ー
ム
の
主
人
公
は
危
機
に
陥
っ
て
も
最
後
に
は
勝
つ
。
シ

ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
主
演
の
「
コ
マ
ン
ド
ー
」
で
は
、
元
コ
マ
ン
ド
ー
隊
員

の
メ
イ
ト
リ
ッ
ク
ス
大
佐
が
単
身
、
敵
地
に
乗
り
込
み
暴
れ
ま
わ
っ
た
。

　
そ
ん
な
ヒ
ー
ロ
ー
の
活
躍
に
、
幼
い
頃
の
誰
し
も
が
憧
れ
る
だ
ろ
う
。

　
自
称
元
グ
リ
ン
ベ
レ
ー
大
尉
の
日
本
人
作
家
が
い
る
。
彼
の
経
歴
で
は
コ
ン

ゴ
動
乱
に
参
加
し
た
と
言
う
。

　
彼
の
作
品
の
影
響
で
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
や
内
戦
の
影
に
傭
兵
の
ロ
マ
ン
を

感
じ
、
精
強
な
男
た
ち
に
幻
想
を
抱
い
た
。
し
か
し
大
人
に
な
る
と
夢
も
覚
め

る
。
グ
リ
ン
ベ
レ
ー
云
々
は
、
広
告
戦
略
で
あ
り
経
歴
詐
称
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
彼
の
経
歴
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
一
騎
当
千
の
男
た
ち
が
ア
フ
リ
カ
に
は
実

在
し
た
。

　
ロ
ー
デ
シ
ア
Ｓ
Ａ
Ｓ
や
セ
ル
ー
ス
・
ス
カ
ウ
ツ
。
南
ア
フ
リ
カ
の
Ｒ
ｅ
ｃ
ｃ

ｅ
や
第
３
２
大
隊
。
南
西
ア
フ
リ
カ
の
Ｋ
ｏ
ｅ
ｖ
ｏ
ｅ
ｔ
が
そ
れ
だ
。
（
ロ
ー

デ
シ
ア
Ｓ
Ａ
Ｓ
、
セ
ル
ー
ス
ス
カ
ウ
ツ
、
第
３
２
大
隊
、
Ｋ
ｏ
ｅ
ｖ
ｏ
ｅ
ｔ
に

つ
い
て
は
後
述
）

　
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
作
戦
で
戦
果
を
あ
げ
た
彼
ら
は
、
政
治
的
な
敗
北
に
よ
り
歴
史
の

表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　
冷
戦
時
代
、
米
国
は
反
共
を
条
件
に
軍
事
独
裁
政
権
を
支
援
し
た
。
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
を
掲
げ
る
南
ア
フ
リ
カ
や
ロ
ー
デ
シ
ア
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
東
西
融
和
の
デ
タ
ン
ト
時
代
以
降
に
は
世
界
情
勢
も
大
き
く
変
動
し
、
援
助

も
打
ち
切
ら
れ
る
事
と
な
る
。
大
国
の
都
合
に
翻
弄
さ
れ
た
戦
争
を
長
引
か
せ

ら
れ
た
彼
ら
も
被
害
者
で
あ
る
。

　
南
ア
フ
リ
カ
国
防
軍
は
実
際
、
２
０
年
前
ま
で
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ

ａ
ｎ
 

Ｂ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
 

Ｗ
ａ
ｒ
で
ソ
連
・
中
国
・
東
ド
イ
ツ
・
キ
ュ
ー
バ
が

周
辺
諸
国
に
軍
事
顧
問
団
を
送
り
込
み
、
そ
れ
を
相
手
に
３
０
年
近
く
戦
争
し
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て
い
た
の
で
、
精
強
と
言
え
た
が
、
そ
の
不
正
規
特
殊
作
戦
は
人
道
的
に
も
問

題
点
が
多
く
、
単
純
に
戦
果
を
絶
賛
す
る
事
は
出
来
な
い
。
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｏ
へ

の
支
援
も
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ｂ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
 

Ｗ
ａ
ｒ
と
は
な
に
か

？
　
１
９
６
６
年
か
ら
１
９
８
９
年
ま
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
戦
争
と
そ
の

延
長
で
ア
ン
ゴ
ラ
と
、
南
西
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
複
数
の
国
家
・
団
体
が
入
り

乱
れ
れ
て
戦
っ
た
戦
争
の
事
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
脱
落
が
大
き
く
影
響
を
与
え

て
い
る
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
戦
争
が
首
都
リ
ス
ボ
ン
で
発
生
し
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

革
命
の
結
果
、
海
外
州
の
独
立
で
終
わ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
東
ア
フ
リ
カ
は

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
と
し
て
独
立
し
た
。
隣
接
す
る
ロ
ー
デ
シ
ア
は
危
機
感
を
覚
え

て
、
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｏ
を
組
織
し
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
領
内
で
破
壊
活
動
を
実
施
す

る
。
ロ
ー
デ
シ
ア
が
ジ
ン
バ
ブ
エ
と
し
て
独
立
後
は
、
南
ア
フ
リ
カ
が
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
る
。

　
こ
の
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｏ
だ
が
、
子
供
を
誘
拐
し
て
兵
士
と
し
て
育
て
上
げ
る
な

ど
非
人
道
的
行
為
を
行
っ
て
い
た
。
少
数
精
鋭
の
特
殊
部
隊
は
格
好
が
良
い
と

全
て
を
肯
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
南
ア
フ
リ
カ
国
防
軍
の
行
っ
た
最
初
の
特
殊
作
戦
は
１
９
６
８
年
の
ビ
ア
フ

ラ
だ
。

　
当
時
の
実
戦
部
隊
と
し
て
、
銃
剣
の
交
差
し
た
×
印
の
部
隊
章
を
付
け
た
作

戦
実
験
テ
ィ
ー
ム
（
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
 

Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

ａ
ｌ
 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
）
が
存
在
し
た
。

　
Ｒ
ｅ
ｃ
ｃ
ｅ
の
名
称
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
た
の
は
ロ
ー
デ
シ
ア
紛
争

の
最
中
だ
。

　
当
時
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
反
共
の
最
前
線
と
し
て
周
辺
を
囲
ま
れ
て
い
た
ロ

ー
デ
シ
ア
は
、
連
日
の
戦
闘
で
疲
弊
し
な
が
ら
も
南
ア
フ
リ
カ
の
支
援
で
維
持

さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
か
ら
ロ
ー
デ
シ
ア
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
Ｄ
中
隊
と

し
て
ブ
レ
イ
テ
ン
バ
ッ
ハ
大
尉
た
ち
が
派
遣
さ
れ
た
。
（
ブ
レ
イ
テ
ン
バ
ッ
ハ

は
、
第
１
偵
察
コ
マ
ン
ド
ー
と
第
３
２
大
隊
の
初
代
指
揮
官
と
し
て
軍
事
史
に
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名
前
を
刻
ん
で
い
る
。
最
近
出
版
さ
れ
た
、
ロ
ー
デ
シ
ア
の
フ
ァ
イ
ア
ー
フ
ォ

ー
ス
の
書
籍
に
付
属
し
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
も
出
演
し
て
お
り
存
命
が
確
認
さ
れ

る
）

　
ロ
ー
デ
シ
ア
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
１
９
５
０
年
代
に
マ
ラ
ヤ
動
乱
で
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
作
戦
で

活
躍
し
た
マ
ラ
ヤ
ス
カ
ウ
ツ
を
前
身
と
す
る
英
国
陸
軍
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
Ｃ
中
隊
か
ら

伝
統
を
継
ぐ
部
隊
だ
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
（
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
：
対
叛
乱
鎮
圧
）

作
戦
の
真
髄
を
実
戦
で
学
び
取
っ
た
彼
ら
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
帰
国
後
、
Ｓ
Ａ

Ｄ
Ｆ
に
習
熟
し
た
部
隊
運
用
や
戦
技
を
反
映
さ
せ
て
、
１
９
７
２
年
１
０
月
１

日
に
第
１
偵
察
コ
マ
ン
ド
ー
（
１
 

Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ａ
ｉ
ｓ
ｓ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
 

Ｃ

ｏ
ｍ
ｍ
ａ
ｎ
ｄ
ｏ
）
が
誕
生
す
る
。
小
説
や
ゲ
ー
ム
に
も
出
て
く
る
レ
ッ
ク
ス
・

コ
マ
ン
ド
ー
だ
。
発
音
と
し
て
は
レ
キ
ー
ス
が
正
し
い
そ
う
だ
。

　
記
述
を
色
々
見
て
い
る
と
年
代
が
前
後
す
る
が
、
第
１
偵
察
コ
マ
ン
ド
ー
は

１
９
６
６
年
８
月
２
６
日
に
、
最
初
の
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
作
戦
を
実
施
し
て
い
る
。
指

揮
官
は
Ｊ
．
Ｄ
．
ブ
レ
イ
テ
ン
バ
ッ
ハ
大
尉
。
目
的
は
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
支
援
を
し

て
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｏ
の
訓
練
基
地
を
叩
く
事
。

　
そ
の
後
、
特
殊
部
隊
は
増
殖
し
て
い
き
１
９
７
４
年
６
月
１
日
に
ハ
ン
タ
ー

グ
ル
ー
プ
（
Ｈ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
）
を
母
体
に
第
２
偵
察
コ
マ
ン
ド

ー
、
１
９
７
６
年
５
月
１
日
に
第
３
偵
察
コ
マ
ン
ド
ー
、
１
２
月
５
日
に
第
５

偵
察
コ
マ
ン
ド
ー
が
、
１
９
７
８
年
７
月
１
４
日
に
第
４
偵
察
コ
マ
ン
ド
ー
が
、

１
９
８
０
年
３
月
１
４
日
に
は
ロ
ー
デ
シ
ア
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
母
体
に
第
６
偵
察
コ
マ

ン
ド
ー
が
編
成
さ
れ
た
。

　
Ｒ
ｅ
ｃ
ｃ
ｅ
は
、
南
ア
フ
リ
カ
境
界
戦
争
で
周
辺
国
に
越
境
作
戦
を
展
開
し

た
。
ロ
ー
デ
シ
ア
が
消
滅
し
た
後
は
、
セ
ル
ー
ス
ス
カ
ウ
ツ
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
メ
ン
バ

ー
が
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
に
加
わ
り
人
材
面
で
拡
充
さ
れ
る
。

　
冷
戦
後
は
、
部
隊
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
化
し
紆
余
曲
折
を
経
て
、
第
４
５

落
下
傘
旅
団
か
ら
特
殊
部
隊
旅
団
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
。

　
武
勲
輝
く
１
Ｒ
Ｃ
は
、
１
９
８
１
年
６
月
１
日
、
第
１
偵
察
連
隊
に
、
１
９

９
３
年
８
月
１
日
、
第
４
５
２
落
下
傘
大
隊
に
、
１
９
９
４
年
４
月
２
２
日
、

弟
１
特
殊
部
隊
連
隊
に
と
改
編
が
続
き
、
１
９
９
７
年
３
月
３
１
日
に
解
散
す
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る
。

　
他
の
部
隊
も
改
編
が
激
し
い
。
偵
察
コ
マ
ン
ド
ー
か
ら
偵
察
連
隊
、
落
下
傘

大
隊
、
特
殊
部
隊
連
隊
と
変
動
し
、
現
在
存
在
す
る
の
は
第
４
特
殊
部
隊
連
隊

と
第
５
特
殊
部
隊
連
隊
で
、
部
隊
章
も
４
Ｒ
Ｃ
、
５
Ｒ
Ｃ
と
同
様
で
あ
る
。

　
傭
兵
と
し
て
の
物
語
を
書
く
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
実
戦
経
験
豊
富
で
魅
力
的
な

素
材
も
少
な
い
。
Ｒ
ｅ
ｃ
ｃ
ｅ
の
隊
員
は
、
民
間
軍
事
会
社
の
始
祖
で
あ
る
Ｅ

ｘ
ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
 

Ｏ
ｕ
ｔ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ
（
Ｅ
Ｏ
社
）
に
も
流
入
し
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｏ
社
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
、
南
ア
フ
リ
カ
国
防
軍
の
精
鋭
第
３
２

大
隊
の
副
大
隊
長
だ
っ
た
エ
ー
ベ
ン
・
バ
ロ
ウ
ズ
元
中
佐
が
、
マ
ン
デ
ラ
政
権

で
失
業
し
た
、
第
３
２
大
隊
、
Ｒ
ｅ
ｃ
ｃ
ｅ
、
ｋ
ｏ
ｅ
ｖ
ｏ
ｅ
ｔ
、
そ
れ
と
敵

だ
っ
た
民
族
の
槍
（
ゲ
リ
ラ
の
実
戦
部
隊
）
。
こ
れ
ら
の
隊
員
を
集
め
、
合
法

的
に
株
式
会
社
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
に
拠
点
を
置
い
た
実
戦
経
験
者
の
多
い
人

材
派
遣
会
社
だ
。

　
第
３
２
大
隊
（
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
大
隊
）
は
、
ア
ン
ゴ
ラ
か
ら
の
元
Ｆ
Ｎ
Ｌ
Ａ

ゲ
リ
ラ
と
反
共
産
主
義
の
兵
士
、
南
ア
フ
リ
カ
国
防
軍
の
将
校
で
構
成
さ
れ
た
。

最
も
成
功
し
た
対
反
乱
鎮
圧
部
隊
と
し
て
ア
フ
リ
カ
軍
事
史
に
名
を
刻
ん
で
い

る
。

　
も
っ
と
も
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
戦
い
に
投
入
さ
れ
た
戦
力
が
限
ら
れ
て
い
た
為
、

最
初
の
サ
バ
ン
ナ
作
戦
か
ら
最
後
ま
で
参
加
し
て
い
れ
ば
、
当
然
、
戦
果
を
上

げ
る
訳
だ
。

　
Ｅ
Ｏ
社
の
ア
ン
ゴ
ラ
や
シ
ェ
ラ
レ
オ
ネ
で
の
活
躍
は
歴
史
的
事
実
で
、
こ
の

会
社
が
嫌
い
な
人
間
で
も
否
定
で
き
な
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
主
演
の
映
画
「
ブ
ラ
ッ
ド
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

に
出
て
く
る
民
間
軍
事
会
社
は
こ
の
Ｅ
Ｏ
社
が
モ
デ
ル
だ
。
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
演

じ
る
主
人
公
は
ロ
ー
デ
シ
ア
出
身
の
設
定
で
、
刑
務
所
の
シ
ー
ン
で
は
右
腕
に

第
３
２
大
隊
の
部
隊
章
で
あ
る
牛
の
刺
青
が
写
っ
て
い
る
。
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２
．
略
語
と
用
語
（
１
）

　
南
ア
フ
リ
カ
が
相
手
に
戦
っ
た
交
戦
相
手
の
団
体
・
組
織
名
は
長
い
た
め
頭

文
字
を
取
っ
て
略
称
で
記
載
さ
れ
て
い
る
事
が
普
通
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
敵

側
を
Ｖ
Ｃ
（
Ｖ
ｅ
ｔ
 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
）
や
Ｎ
Ｖ
Ａ
（
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
 

Ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
ｎ

ａ
ｍ
ｅ
ｓ
ｅ
 

Ａ
ｒ
ｍ
ｙ
）
と
略
し
て
い
た
の
と
同
様
だ
が
、
一
般
的
に
は
聞

き
慣
れ
な
い
呼
称
で
あ
る
こ
と
に
代
わ
り
は
な
い
。

　
例
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
資
料
で
は
Ｔ
ｈ
ｅ
 

ｈ
ｏ
ｌ
ｅ
と
言
う
単
語
が
出

て
く
る
が
、
即
座
に
Ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
 

ｕ
ｓ
ｅ
ｄ
 

ｂ
ｙ
 

ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
 

ｔ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ
 

ｆ
ｏ
ｒ
 

ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
 

ｉ
ｎ
 

ａ
 

ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
 

ａ
ｐ
ａ
ｃ

ｅ
 

ｉ
ｎ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

ｊ
ｕ
ｎ
ｇ
ｌ
ｅ
だ
と
理
解
で
き
る
者
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　
全
て
の
略
語
を
記
載
す
る
に
は
多
す
ぎ
る
の
で
、
今
回
は
、
複
数
の
資
料
を

つ
き
合
わ
せ
て
主
だ
っ
た
物
を
抜
粋
し
て
見
た
。

１
．
団
体
・
組
織
名
：
耳
慣
れ
な
い
用
語
が
多
い
。

　
Ａ
Ｎ
Ｃ
：
Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

 
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
は
、
「
民
族
の
槍
」
と
言
う

戦
闘
部
門
を
組
織
し
て
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
て
い
た
。
当
然
、
当
時
の
南
ア
フ

リ
カ
政
府
か
ら
は
テ
ロ
組
織
と
し
て
睨
ま
れ
て
い
た
。
か
つ
て
は
非
合
法
組
織

で
、
現
在
は
政
党
の
一
つ
。
勝
て
ば
官
軍
の
見
本
。

　
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
：
Ａ
ｚ
ａ
ｎ
ｉ
ａ
ｎ
 

Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
'

ｓ
 

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
 

Ａ
ｒ
ｍ
ｙ
　
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
民
族
の
槍
と
同
様
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
パ
ン
ア
フ
リ

カ
ニ
ス
ト
会
議
）
の
実
戦
部
隊
。
直
訳
し
た
ら
人
民
解
放
軍
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
Ｂ
ｎ
：
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｏ
ｎ
 

大
隊

　
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｕ
：
Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
 

ｏ
ｆ
 

Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ

ｃ
ａ
ｎ
 

Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
 

Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
 

南
ア
フ
リ
カ
労
働
組
合
会
議
。

　
Ｃ
Ｐ
：
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
　
保
守
党
と
言
う
南
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ア
フ
リ
カ
の
政
党
で
、
現
在
は
存
在
し
な
い
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｉ
：
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ
 

ｏ
ｆ
 

Ｓ
ｔ
ａ
ｆ
ｆ
 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ
 

Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
の
情
報
本
部
。
Ｃ
Ｓ
－
２
の
事
。
ち
な
み
に
作
戦
担
当
は
Ｃ

Ｓ
－
３
（
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ
 

ｏ
ｆ
 

Ｓ
ｔ
ａ
ｆ
ｆ
 

Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）

と
な
る
。

　
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ａ
：
英
文
で
↓
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
'

ｓ
 

Ａ
ｉ
ｒ
 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
 

ｏ

ｆ
 

Ａ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ａ
　
ア
ン
ゴ
ラ
人
民
空
軍
。

　
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
：
英
文
で
↓
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
'

ｓ
 

Ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｄ
 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ

ｅ
 

ｆ
ｏ
ｒ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

ｏ
ｆ
 

Ａ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ａ

　
ア
ン
ゴ
ラ
解
放
人
民
軍
。
ア
ン
ゴ
ラ
正
規
軍
の
総
称
。

　
Ｆ
Ｎ
Ｌ
Ａ
：
英
文
で
↓
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
 

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
 

ｆ
ｏ
ｒ
 

Ａ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ａ
 

ア
ン
ゴ
ラ
民
族
解
放
戦
線
。
　
　

　
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
：
英
文
で
↓
Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
 

ｆ
ｏ
ｒ
 

Ｍ
ｏ
ｚ
ａ
ｍ
ｂ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
解
放
戦
線
。
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
の
政
党
。
そ
の
名
前
の
通
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
戦
争
の
頃
は
ゲ
リ
ラ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
か
ら
見
れ
ば
叛
乱
軍
。

　
Ｉ
Ｆ
Ｐ
：
Ｉ
ｎ
ｋ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
ｏ
ｍ
 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
　
イ
ン
カ

タ
自
由
党
。
南
ア
フ
リ
カ
の
政
党
の
一
つ
。

　
Ｍ
Ｋ
：
Ｕ
ｍ
ｋ
ｈ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
 

ｗ
ｅ
 

Ｓ
ｉ
ｚ
ｗ
ｅ
（
Ｓ
ｐ
ｅ
ａ
ｒ
 

ｏ
ｆ

 
ｔ
ｈ
ｅ
 

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ー
ｔ
ｈ
ｅ
 

Ａ
Ｎ
Ｃ
'

ｓ
 

ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｄ
 

ｗ
ｉ

ｎ
ｇ
）
Ａ
Ｎ
Ｃ
の
戦
闘
部
門
、
民
族
の
槍
。
こ
れ
で
政
争
に
負
け
て
い
た
ら
、

た
だ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
で
終
わ
っ
た
だ
ろ
う
。
メ
ン
バ
ー
は
Ｅ
ｘ
ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ｉ
ｖ

ｅ
 

Ｏ
ｕ
ｔ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ
や
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ａ
：
英
文
で
↓
Ｐ
ｏ
ｐ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
 

Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
 

ｆ
ｏ
ｒ

 
ｔ
ｈ
ｅ
 

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

ｏ
ｆ
 

Ａ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ａ
 

ア
ン
ゴ
ラ

の
政
権
を
取
っ
た
方
。
ア
ン
ゴ
ラ
解
放
人
民
運
動
。

　
Ｏ
Ａ
Ｕ
：
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

ｏ
ｆ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ｕ

ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
　
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
。

　
Ｐ
Ａ
Ｃ
：
Ｐ
ａ
ｎ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
 

パ
ン
ア
フ

リ
カ
ニ
ス
ト
会
議
。
か
つ
て
は
非
合
法
組
織
で
、
現
在
は
政
党
の
一
つ
。
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Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
：
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
'

ｓ
Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

Ａ
ｒ
ｍ
ｙ
 

ｏ
ｆ
 

Ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｂ
ｉ
ａ
 

（
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｏ
'

ｓ
 

ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｄ
 

ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
）

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｏ
の
戦
闘
部
隊
。
南
ア
フ
リ
カ
政
府
か
ら
見
れ
ば
、
た
だ
の
テ
ロ
リ

ス
ト
。

　
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
：
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ａ
ｉ
ｒ
 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
 

南
ア
フ
リ
カ
空
軍

　
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
：
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
 

Ｆ
ｏ

ｒ
ｃ
ｅ
 

南
ア
フ
リ
カ
国
防
軍
。
現
在
は
名
称
が
変
わ
っ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ａ
Ｐ
：
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｅ
　
直
訳
す
れ

ば
南
ア
フ
リ
カ
警
察
だ
が
、
ロ
ー
デ
シ
ア
の
警
察
（
Ｂ
Ｓ
Ａ
Ｐ
：
Ｂ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ

ｓ
ｈ
 

Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
 

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｅ
）
と
混
用
を
注
意
。

　
Ｓ
Ｗ
Ａ
：
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

南
西
ア
フ
リ
カ
。

現
在
の
ナ
ミ
ビ
ア
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
ド
イ
ツ
領
だ
っ
た
が
、
南
ア
フ
リ

カ
が
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
自
国
に
併
合
し
た
。

　
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｏ
：
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ

ｌ
ｅ
'

ｓ
 

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

南
ア
フ
リ
カ
か
ら
見
れ
ば
完
全

に
テ
ロ
リ
ス
ト
。

　
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｆ
：
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
 

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
 

Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ

ｉ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
 

南
西
ア
フ
リ
カ
地
域
軍
。
１
９
８
０
年
８

月
１
日
に
激
化
す
る
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｏ
の
反
乱
（
ナ
ミ
ビ
ア
独
立
戦
争
）
に
対
処
す

る
た
め
編
成
。
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
。

　
Ｔ
Ｒ
Ｃ
：
Ｔ
ｒ
ｕ
ｔ
ｈ
 

Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｉ
ｌ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ

ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
 

　
Ｕ
Ｄ
Ｆ
：
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
 

Ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
 

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
 

南

ア
フ
リ
カ
の
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
を
行
っ
た
統
一
民
主
戦
線
。
反
政
府
組

織
と
し
て
活
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
：
英
文
で
↓
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
 

ｆ
ｏ
ｒ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

Ｔ
ｏ
ｔ
ａ
ｌ

 
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
 

ｏ
ｆ
 

Ａ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ａ
 

ア
ン
ゴ
ラ
全
面

独
立
民
族
同
盟

　
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
：
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
 

ｏ
ｆ
 

Ｓ
ｏ
ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
 

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
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ｔ
 

Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
ｓ
　
西
側
陣
営
の
敵
で
東
側
陣
営
の
盟
主
、
ソ
連
。

ア
ン
ゴ
ラ
に
も
軍
事
顧
問
団
の
派
遣
や
援
助
を
行
っ
て
い
た
。

２
．
装
備
品
：
参
考
程
度
。

　
Ａ
Ｋ
４
７
：
ソ
連
製
７
．
６
２
?
自
動
小
銃
。
世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
で
、

あ
ら
ゆ
る
戦
場
で
使
用
さ
れ
た
。
コ
ピ
ー
製
品
も
多
く
出
回
っ
て
い
る
。

　
Ａ
ｌ
ｏ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
：
フ
ラ
ン
ス
製
軽
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
。
火
力
支
援
、
偵
察
、

救
助
に
使
用
さ
れ
た
。
ロ
ー
デ
シ
ア
で
は
Ｇ
－
Ｃ
ａ
ｒ
の
呼
称
で
人
員
輸
送
に
、

Ｋ
－
Ｃ
ａ
ｒ
の
呼
称
で
攻
撃
に
使
わ
れ
た
。
一
方
、
本
家
の
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
で
は
Ｇ

ｏ
ｌ
ｆ
 

Ｓ
ｉ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
（
Ｇ
Ｓ
 

ガ
ン
シ
ッ
プ
）
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。

　
Ａ
Ｎ
２
６
：
ソ
連
製
ア
ン
ト
ノ
フ
輸
送
機
。
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
で
ソ
連
と
キ
ュ
ー

バ
の
搭
乗
員
に
操
縦
さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
：
ソ
連
製
地
雷
。

　
Ｂ
Ｍ
Ｐ
１
：
ソ
連
製
歩
兵
戦
闘
車
。
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
に
７
３
?
機
関
砲
ま

で
装
備
し
て
い
る
。

　
Ｂ
ｏ
ｓ
ｂ
ｏ
ｋ
：
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
が
保
有
す
る
イ
タ
リ
ア
製
単
発
エ
ン
ジ
ン
搭
載

の
軽
偵
察
機
。

　
Ｂ
Ｒ
Ｄ
Ｍ
ー
２
：
ソ
連
製
装
甲
車
。
１
４
．
５
?
と
７
．
６
２
?
機
銃
を
搭

載
。

　
Ｂ
Ｔ
Ｒ
６
０
：
ソ
連
製
装
甲
車
。
１
４
．
５
?
機
関
砲
搭
載
。

　
Ｂ
ｕ
ｃ
ｃ
ａ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
：
英
国
製
攻
撃
機
。

　
Ｂ
ｕ
ｆ
ｆ
ｅ
ｌ
：
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
が
地
雷
対
策
で
開
発
し
た
装
甲
車
。

　
Ｃ
１
３
０
：
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
。
４
発
エ
ン
ジ
ン
の
輸
送
機
。
米
軍
や
空
自

で
も
保
有
し
て
い
る
為
、
著
名
な
機
体
。

　
Ｃ
１
６
０
：
ト
ラ
ン
ザ
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
製
の
輸
送
機
。

　
Ｄ
３
０
：
ソ
連
製
１
２
２
?
砲
。
射
程
１
５
?
。

　
Ｄ
７
４
：
ソ
連
製
１
２
２
?
砲
。
射
程
２
４
?
。

　
Ｄ
Ｋ
Ｚ
 

Ｂ
：
ソ
連
製
１
２
２
?
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
筒
。
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Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ａ
ｎ
ｏ
ｖ
：
ソ
連
製
７
．
６
２
?
狙
撃
銃
。
色
々
な
作
品
に
も
出

て
お
り
知
名
度
は
高
い
。

　
Ｄ
Ｓ
Ｈ
Ｋ
 

３
８
／
４
６
：
１
２
．
７
?
機
関
砲
。

　
Ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
９
０
：
フ
ラ
ン
ス
製
パ
ナ
ー
ル
装
甲
車
の
派
生
系
で
、
９
０
?

砲
を
搭
載
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
仕
様
。
　

　
Ｇ
１
：
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
が
装
備
し
た
８
８
?
野
砲
。

　
Ｇ
２
：
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
が
保
有
し
た
１
５
５
?
野
砲
。
元
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

で
使
用
さ
れ
た
骨
董
品
な
５
．
５
ポ
ン
ド
砲
。
射
程
１
６
?
。

　
Ｇ
５
：
ア
ン
ゴ
ラ
に
お
い
て
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
砲
兵
は
、
既
存
の
装
備
で
は
射
程
不

足
だ
と
痛
感
し
た
。
こ
の
為
、
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
が
開
発
し
た
１
５
５
?
榴
弾
砲
。
射

程
４
８
?
。

　
Ｇ
６
：
Ｇ
５
の
自
走
型
。
陸
自
の
保
有
す
る
Ｆ
Ｈ
－
７
０
は
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
動
く

が
、
Ｇ
６
は
完
全
な
自
走
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
：
７
．
６
２
?
機
関
銃
。

　
Ｉ
ｍ
ｐ
ａ
ｌ
ａ
：
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
戦
闘
機
。

　
Ｍ
５
５
：
３
連
装
３
０
?
対
空
機
関
砲
。

　
Ｍ
７
９
：
４
０
?
擲
弾
発
射
筒
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、

著
名
な
火
器
。

　
Ｍ
Ａ
Ｇ
：
ベ
ル
ギ
ー
Ｆ
Ｎ
社
製
７
．
６
２
?
軽
機
関
銃
。
　

　
Ｍ
Ｉ
８
、
Ｍ
Ｉ
１
７
：
ソ
連
製
汎
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
。

　
Ｍ
Ｉ
２
４
、
Ｍ
Ｉ
２
５
、
Ｍ
Ｉ
３
５
：
ハ
イ
ン
ド
。
ソ
連
製
強
襲
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
地
図
で
拡
大
す
る
と
撃
墜
さ
れ
た
ハ
イ
ン
ド
が
見
れ

る
。

　
Ｍ
ｉ
ｇ
１
７
：
ソ
連
製
単
座
戦
闘
機
。
迎
撃
機
。

　
Ｍ
ｉ
ｇ
２
３
：
ソ
連
製
汎
用
機
。
戦
闘
爆
撃
、
対
空
戦
闘
の
迎
撃
任
務
な
ど

も
こ
な
す
。

　
Ｍ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
：
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
が
保
有
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
。

　
Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
 

Ｆ
－
１
Ａ
Ｚ
：
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
が
保
有
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
の
主

力
攻
撃
機
。

　
Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
 

Ｆ
－
１
Ｃ
Ｚ
：
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
が
保
有
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
の
迎
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撃
機
。

　
Ｏ
ｌ
ｉ
ｆ
ａ
ｎ
ｔ
：
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
が
保
有
し
た
主
力
戦
車
。

　
Ｐ
Ｋ
Ｍ
：
７
．
６
２
?
機
関
銃
。

　
Ｐ
Ｔ
７
６
：
ソ
連
製
軽
戦
車
。

　
Ｐ
ｕ
ｍ
ａ
：
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
が
保
有
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
。

　
Ｒ
１
：
英
国
の
Ｓ
Ｌ
Ｒ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｆ
Ｎ
と
同
じ
。
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
仕
様
の
７
．

６
２
?
自
動
小
銃
。

　
Ｒ
４
：
イ
ス
ラ
エ
ル
で
開
発
さ
れ
た
ガ
リ
ル
の
派
生
系
。
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
仕
様
の

５
．
５
６
?
自
動
小
銃
。

　
Ｒ
５
：
落
下
傘
部
隊
、
ｋ
ｏ
ｅ
ｖ
ｏ
ｅ
ｔ
で
使
用
さ
れ
た
Ｒ
４
の
小
型
仕
様
。

　
Ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｌ
：
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
の
装
甲
戦
闘
車
で
様
々
な
派
生
系
が
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
Ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｌ
２
０
は
２
０
?
機
関
砲
と
７
・
６
２
?
機
関
銃
を
搭
載

し
て
お
り
、
Ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｌ
９
０
は
対
戦
車
戦
闘
を
想
定
し
て
９
０
?
砲
を
搭
載

し
て
い
る
。
Ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｌ
 

Ｚ
Ｔ
３
は
１
２
７
?
ミ
サ
イ
ル
発
射
機
を
搭
載
し

て
お
り
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　
Ｒ
Ｐ
Ｄ
：
７
．
６
２
?
機
関
銃
。

　
Ｒ
Ｐ
Ｇ
：
ソ
連
製
４
０
?
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
筒
。
歩
兵
の
携
帯
火
器
と
し
て
、

戦
闘
車
輛
に
驚
異
を
与
え
る
事
が
で
き
る
偉
大
な
兵
器
。

　
Ｓ
Ａ
２
：
ソ
連
製
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
。
射
程
４
０
～
５
０
?
。

　
Ｓ
Ａ
３
：
ソ
連
製
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
。
射
程
２
９
?
。

　
Ｓ
Ａ
７
：
ソ
連
製
携
帯
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
。

　
Ｓ
Ａ
８
：
ソ
連
製
短
距
離
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
。
Ｂ
Ｒ
Ｄ
Ｍ
－
２
に
搭
載
し
て

い
る
。

　
Ｓ
ａ
ｂ
ｒ
ｅ
：
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
偵
察
用
の
軽
車
輛
で
７
．
６
２
?
機
関
銃
を
搭
載

し
て
い
る
。

　
Ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
：
携
帯
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
。
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
撃
つ
。

発
射
筒
自
体
は
使
い
捨
て
。

　
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｌ
ｏ
ｎ
：
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｆ
が
保
有
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
。

　
Ｔ
３
４
、
Ｔ
５
４
、
Ｔ
５
５
、
Ｔ
６
２
、
Ｔ
６
５
：
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
と
対
峙
し
た
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敵
側
が
使
用
し
た
ソ
連
製
主
力
戦
車
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
地
図
で
拡
大
す
る
と

撃
破
さ
れ
た
戦
車
が
見
え
る
。

　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｇ
：
不
細
工
な
デ
ザ
イ
ン
に
味
わ
い
が
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｆ
の
特
徴

的
な
装
輪
装
甲
車
。
ち
な
み
に
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
製
だ
と
言
う
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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